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昨
年
は
み
な
さ
ん
の
声
が
区
政
を
大
き
く
前
進

さ
せ
ま
し
た
。

党
区
議
団
も
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
「
子
ど
も

医
療
費
無
料
化
」
は
全
都
に
さ
き
が
け
て
18
歳
ま

で
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
子
育
て
世
代
か
ら

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核
廃
絶
・
平
和

へ
の
粘
り
強
い
取
り
組
み
が
み
の
り
、
区
が
「
平

和
市
長
会
議
」
に
加
入
し
た
こ
と
は
、
世
界
の
平

和
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
党
区
議
団
は
、
議
会
改
革
に
お
い
て

も
「
費
用
弁
償
の
交
通
費
実
費
程
度
へ
の
見
直
し
」

や

区
立
小
学
校
解
体
工
事
入
札
時
の
区
議
会
議

員
の
不
正
介
入
疑
惑
解
明

を
と
り
あ
げ
、
議
員

と
議
会
の
あ
り
方
を
正
面
か
ら
た
だ
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
が
あ
り
、
自
治

体
の
あ
り
方
と
同
時
に
国
政
の
熱
い
焦
点
も
問
わ

れ
る
年
に
な
り
ま
す
。
消
費
税
の
増
税
、
国
民
健

康
保
険
料
値
上
げ
や
介
護
保
険
の
見
直
し
が
な
ど

大
き
な
争
点
と
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
で
私
た
ち
区
議
団
は
、
み
な
さ

ん
と
力
を
あ
わ
せ
、
２
０
１
１
年
を
草
の
根
か
ら

政
治
を
変
え
る
年
に
す
る
た
め
に
、
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

２
０
１
１
年
　
１
月
　

日
本
共
産
党
千
代
田
区
議
団

事
務
局
長

木
村
　
正
明

飯
島
　
和
子

福
山
　
和
夫

牛
尾
こ
う
じ
ろ
う

神保町交差点での新春宣伝。左から飯島和子、木村正明、福山和夫の各区議、牛尾こうじろう区議団事務局長。（1月4日）

２０１１年は草の根から政治を変える年に



東
京
23
区
は
４
月
か
ら
国
保
料
の
算
定
方
式
を

変
更
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
住
民
税
に
も
と
づ
く
方
式
で
す
が
、
こ

れ
を
所
得
額
を
基
礎
と
す
る
方
式
へ
変
更
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
扶
養
控
除
や
障
害
者
控
除

な
ど
の
反
映
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中

低
所
得
世
帯
や
家
族
人
数
の
多
い
世
帯
、
障
害
者

世
帯
の
保
険
料
が
大
幅
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
墨
田
区

で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
現
行
の
６
３，
８

４
０
円
か
ら
１
０
０，
４
５
３
円
に
３
６，
６
１
３
円

の
増
額
と
な
る
な
ど
、
約
21
％
の
方
が
負
担
増
に

な
る
計
算
で
す
。

区
長
会
は
上
げ
幅
を
抑
え
る
た
め
の
措
置
を
２

年
間
に
限
り
講
ず
る
計
画
で
す
。
し
か
し
、
２
年

後
に
大
幅
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

区
は
算
定
方
式
の
変
更
で
区
民
に
ど
ん
な
影
響

を
も
た
ら
す
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

板
橋
区
で
も
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
試
算
を
し
、

区
議
会
や
住
民
に
そ
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
区
は
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

で
す
。

改
定
案
は
１
月
の
区
長
会
総
会
で
確
認
し
、
予

算
区
議
会
で
決
め
る
予
定
で
す
。
国
保
料
の
値
上

げ
は
貧
困
の
拡
大
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

党
区
議
団
は
区
民

の
み
な
さ
ん
と
力
を

あ
わ
せ
国
保
料
値
上

げ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
全
力
を
あ

げ
ま
す
。

（２）年１月

国民健康
保険料

の値上げ 工事入札
への

区議不正
介入

問われた
2つの焦点
第4回定例会
11/16～12/7

昨年の第4回定例会では、2つの焦点が問われました。ひとつは、国保料の算定方式の変更に伴う
くらしへの影響です。もうひとつは、公共事業の入札に現職区議が深く関与した疑惑の解明です。

国
保
料
の
算
定
方
式
の
変
更
で
く
ら
し
は
？

公
共
事
業
の
入
札
を
め
ぐ
る
疑
惑
の
真
相
解
明
へ

公
共
事
業
の
入
札
に
対
す
る
中
村
つ
ね
お
議

員
の
介
入
疑
惑
は
、ふ
た
つ
の
核
心
が
あ
り
ま
す
。

第
１
は
区
立
小
学
校
の
校
舎
解
体
工
事
に
特

定
事
業
者
を
落
札
さ
せ
る
た
め
、
同
議
員
が
業

者
選
定
に
関
わ

る
担
当
部
長
や

課
長
に
直
接
圧

力
を
か
け
た
か

ど
う
か
、
第
２

に
落
札
し
た
業

者
か
ら
同
議
員

が
金
銭
を
受
け

取
っ
た
か
ど
う

か
で
す
。

党
区
議
団
は
前
定
例
会
に
つ
づ
き
、
他
会
派

と
共
同
し
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
に
も
と
づ

く
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
提
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
千
代
田
区

議
会
史
上
初
の
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
背
景
に
「
疑
惑
の
真
相
解
明
」
を
求

め
る
区
民
の
世
論
の
広
が
り
が
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

12
月
28
日
の
調
査
特
別
委
員
会
に
は
、
中
村

議
員
か
ら
圧
力
を
受
け
た
と
す
る
、
当
時
の
担

当
課
長
が
証
人
と
し
て
証
言
に
た
ち
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
元
課
長
は
旧
芳
林
・
旧
西
神

田
・
旧
神
田
小
の
３
校
の
校
舎
解
体
工
事
に
中

村
議
員
が
介
入
し
た
と
証
言
。
介
入
の
中
身
と

し
て
、
①
解
体
工
事
の
最
低
制
限
価
格
を
予
定

価
格
の
80
％
に
設
定
す
る
よ
う
に
電
話
が
あ
っ

た
こ
と
、
②
西
神
田
小
学
校
の
解
体
工
事
で
は

事
前
に
元
課
長
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
呼
び
出
し
、

こ
の
業
者
を
指
名
す
る
よ
う
に

と
指
名
業

者
の
リ
ス
ト
を
渡
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
旧
小
川
小
学
校
の
校
舎
解
体
工
事

で
は
内
田
茂
前
都
議
が
入
札
に
介
入
し
た
疑
惑

や
、
一
連
の
校
舎
解
体
工
事
の
入
札
に
際
し
談

合
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
人
物
が
い
た
可
能
性

に
も
ふ
れ
ま
し
た
。

公
共
事
業
の
財
源
は
税
金
で
す
。
そ
こ
に
巣

食
う
利
権
は
、
税
金
の
不
当
な
吸
い
上
げ
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
真
相
解
明
を
曖

昧
に
で
き
ま
せ
ん
。
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み
な
さ
ん
の
声
を
第
4
回
定
例
会
で
と
り
あ
げ

実
現
の
た
め
に
力
を
つ
く
し
ま
し
た

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
診
断
施
策
の
拡
充
に
つ

い
てマ

ン
シ
ョ
ン
耐
震
診
断
で
は
、
旧
耐
震
基

準
マ
ン
シ
ョ
ン
の
97
％
が
診
断
を
終
え
て
い

る
と
い
う
横
浜
市
の
事
例
に
学
び
「
簡
易
耐

震
診
断
制
度
」
を
創
設
す
る
こ
と
や
、
耐
震

診
断
か
ら
耐
震
改
修
工
事
に
ス
ム
ー
ズ
に
す

す
め
る
環
境
整
備
と
し
て
建
物
の
一
部
補
強

も
助
成
対
象
に
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。
区
か
ら
は
「
生
活
の
基
盤
で
あ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
性
確
保
の
重
要
性
に
鑑
み
、

耐
震
化
促
進
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
四
番
町
図
書
館
を
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る

よ
う
に
機
能
を
充
実
せ
よ

四
番
町
図
書
館
の
閲
覧
室
の
拡
充
や
ト
イ

レ
の
改
修
な
ど
の
施
設
の
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
四
番
町
歴
史
民
俗

資
料
館
の
移
転
を
機

に
、
施
設
の
整
備
・

改
修
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
、
検

討
を
進
め
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

◆
介
護
施
設
へ
の
助
成
制
度
の
拡
充
を

地
価
・
物
価
の
高
い
都
心
の
特
養
ホ
ー
ム

の
施
設
と
職
員
を
安
定
し
て
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
区
独
自
の
「
介
護
保
健
施
設
人
材

確
保
・
定
着
・
育
成
支
援
」
の
拡
充
・
継
続

を
求
め
ま
し
た
。

◆
「
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置
」
に
つ
い
て

学
校
図
書
館
を
「
本
の
倉
庫
」
に
し
な
い

た
め
に
は
、
本
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
「
専

門
・
専
任
・
正
規
」
職
員
で
あ
る
司
書
が
必

要
で
す
。
現
在
は
区
立
小
学
校
に
週
２
回
司

書
が
派
遣
さ
れ
、
効
果
も
検
証
さ
れ
て
い
ま

す
。
回
数
を
ふ
や
し
、
中
学
校
に
も
派
遣
す

る
こ
と
と
、
九
段
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程

に
は
都
立
高
校
同
様
、
正
規
司
書
を
配
置
す

べ
き
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

◆
平
和
市
長
会
議
に
加
盟
し
た
自
治
体
と
し

て
非
核
平
和
活
動
を

２
０
１
０
年
は
、
核
兵
器
廃
絶
運
動
が
、

世
界
で
大
き
な
潮
流
と
な
っ
た
年
。
区
も
２

０
２
０
年
ま
で
に
廃
絶
を
目
指
す
同
市
長
会

議
に
加
盟
し
、
画
期
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
署
名
に
区
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
、
政

府
に
非
核
三
原
則
の
法
制
化
や
、
核
の
傘
か

ら
の
離
脱
を
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
公
園
の
整
備
を

「
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
づ
く
り
」

は
区
の
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
09
年
度
に
１

０
０
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
執

行
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
区
未
利
用
地
の
暫

定
使
用
の
位
置
づ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
、
災
害
時
避
難
場

所
と
な
る
公
園
と
し
て
確

保
す
る
た
め
に
、
本
格
的

な
調
査
検
討
を
行
い
、
検

討
対
象
に
国
有
地
・
都
有

地
も
視
野
に
い
れ
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

◆
千
代
田
区
の
小
中
学
生
の
気
管
支
喘
息
、

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

文
科
省
が
お
こ
な
っ
た
２
０
１
０
年
度
学

校
保
健
統
計
調
査
の
速
報
値
（
12
月
９
日
）

で
は
、
喘
息
を
患
う
児
童
・
生
徒
の
割
合
が

幼
稚
園
、
小
学
校
、
高
校
で
過
去
最
悪
と
な

り
ま
し
た
。（
＊
右
下
グ
ラ
フ
）
区
の
小
学
生
、

中
学
生
（
中
等
学
校
１
〜
３
年
を
含
む
）
気

管
支
喘
息
疾
患
児
比
率
は
、
全
国
平
均
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
原
因
物
質
の
一
つ

で
あ
る
直
径
１
０
０
０
分
の
２
・
５
ミ
リ
以

下
の
超
微
粒
子
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
現
状

認
識
と
測
定
装
置
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
度
の
予
算
要
望
書
を
提
出

党
区
議
団
は
昨
年
、
11
月
30
日
、
区

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
区

政
へ
の
要
望
や
意
見
を
２
０
１
１
年
度

の
予
算
要
望
書
と
し
て
ま
と
め
、
石
川

区
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

予
算
要
望
書
は
、
◆
区
民
の
尊
厳
を

守
る
福
祉
・
医
療
の
充
実
を
（
55
項
目
）

◆
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
さ

さ
え
る
た
め
に
（
22
項
目
）
◆
区
民
が

主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
で
、
安
心
し
て

住
み
・
営
業
が
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
へ

（
39
項
目
）
◆
憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条

約
を
指
針
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実

現
を
（
19
項
目
）
◆
平
和
や
雇
用
問
題
、

税
金
の
使
い
方
等
（
18
項
目
）
の
計
１

５
３
項
目
で
す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
全
文
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
区

議
団
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

四番町図書館

ボール遊びを禁止している区内の公園

（年度）

（％）
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結果
報告

区民アンケートへのご協力ありがとうございました。
党区議団はみなさんから寄せられた声を区政へ届け、
実現をめざして、みなさんと力を合わせてまいります。
以下集計結果をご報告します。

国民健康保険料の軽減

後期高齢者医療保険料の軽減

75歳以上の医療費無料化

差額ベッド、食事代など保険外負担の軽減

高齢者福祉手当の復活

●貧富の差の無い公平な医療を受ける事が出来る環境づくりを（30代 男性）
●医療費が高いのでなかなか病院へ行かれません。ギリギリまで我慢してし
まうので結局高くついて家計がギリギリで預金できないので困っています
（40代 女性）●国保料を半分にしてほしい(70代 男性）

☆千代田区の魅力
●鉄道が多くどこへでもいける。町がきれいで整備がされている
●東京のど真ん中にあり、皇居がある
●ワンコインドリームなどは、とてもよいアイディアだと思う
●神保町の古書店街、小川町のスポーツ店街、秋葉原のアニメ、電気製品な　
ど世界に誇れる産業がある
●他区に比べ福祉が充実している
●子どもへの補助が厚い（保育園料など）
●古い物新しい物が混在している。
●江戸を感じ、又秋葉原に代表される様な新感覚の町が同居しているとこ
ろにおもしろみを感じます
●病院などの施設が近くにたくさんある

☆千代田区の不満なところ
●日常の買い物が不便である。コンビニばかりでスーパーがないこと
●物価が高い（大型スーパーがない）区民税が高い。家賃が高い。公共住宅
が少ない
●子供達がボールを使用できる公園がない
●公園での喫煙。歩きタバコなど喫煙者のマナー
●固定資産税が高すぎる。古くから住んでいる人をもっと大事にしてほしい
●昔のような温かい街でなくなてビルばかりで古き良き千代田区が見えなく
なりつつあり悲しい
●空気が悪い。アイドリングストップや歩行禁煙を徹底してほしい。
●この頃は街がきたなくなった。
●自転車放置。置き方の悪いため通行不便と危険

区政に力を入れてほしいこと

まちづくり・営業

子育て・教育

医療・福祉

緑化推進

駅などバリアフリーのまちづくり

地球温暖化・ヒートアイランド対策

公園の整備

商店街の振興

●狭い児童公園ではなく、創造的な行動できる自然がある公園がもっとあっ
たら（60代 女性）●緑を増やせば気温も下がりヒートアイランド対策にな
るのでは（50代 男性）●大きな企業ビルの中に社食やコンビニその他（カ
フェ・医療）が入っていると街そのものが活性化しないので困る。大きな企
業ほど街の活性化を考えてほしい（30 代男性）●廃校校舎跡に区民住宅や高
齢者専用賃貸住宅等を建設し、高齢者の定住策を推進して欲しい（60代男性）

保育園・学童クラブの待機児解消

図書館の充実

遊び場の整備

スポーツ施設の増設

教育費の負担軽減

●孫が区立保育園に入れません。娘は働いていますが、２人目は無理だと言
います。なんかどこか変です（60代 男性）●学校の教師の正規化。雇用が
不安定な非正規では責任をもって人間を育てる教育ができないのでは（50代
女性）●四番町図書館にはゆっくり本を読むスペースがない（60代 女性）

特養ホームが足りない

保険料・利用料が高い

要介護認定が実態に合ってない

老人保健施設が区内に無い

●自宅で介護する側の負担が多くなり、共倒れになる（60代 男性）●祖母
は奥多摩の養護老人ホームでなくなった。姥捨て山に置きざりにされたよう
で気の毒だった。区内にもっと特養ホームがあればと思う（50代 女性）●
介護保険料が国民年金から差し引かれ年金額が少なくなり困っています（70
代 女性）

千代田区の魅力は？不満は？

介護保険制度で見直してほしいこと
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